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実績評価（令和4年度）

１．二酸化炭素排出量評価書（目標と実績）

 二酸化炭素排出量
6,703,337 4,893,689 3,560,850 3,969,949 4,305,020 3,334,422

令和4年度
（2022）

調 査 項 目
平成30年度
（2018）

3,266,145 97.95%

42,671

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

基準年度比

▲50.26

▲0.23

▲50.15 %

令和3年度
（2021）

20,351,751
（m

3
）

 送水量
20,398,785 20,614,475 20,633,965 20,979,050 21,189,149

ガス(LPG）

合計

電力

0.01%

0.00%

0.164
（kg-CO2/m

3
）

２．二酸化炭素排出量及び電力消費量等の推移

（１） 二酸化炭素排出量の構成

 二酸化炭素排出量原単位
0.329 0.237 0.173 0.189 0.199

100.00%

令和4年度
二酸化炭素排出量
(kg-CO2）

（kg-CO2）

基準年度
平成25年度
(2013)

ガソリン

25,350

0

238

18

％

％

1.28%

0.76%

0.00%

（２） 電力消費量

　令和4年度の電力消費量は 10,924千kwhで、基準年
度より118千kwh（1.09％）の増加してます。
　前年度と比較すると、470千kwh（▲4.1％）の減少
してます。

軽油

3,334,422

　企業団の二酸化炭素排出量は、3,334,422kg-CO2
であり、その約98％は電力消費に起因します。
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12,129

152,104

10,923,562 100.00%

その他水道施設
（圧送所等）

237,118 1.63%

（４） 二酸化炭素排出量

6,028,084

3,973,321

520,806

　令和4年度は 0.537kwh/m3で、基準年度より

0.016kwh/m3（3.1％）増加となっています。。

　前年度と比較すると0.001kwh/m3（▲0.18％）減少
となっています。

　二酸化炭素の排出量は、各活動量に指定された排出係数
を用いて算出します。
　令和4年度は、電力消費量が基準年度より1.09％増加
してますが、排出係数が下がったため二酸化炭素排出量は
減少しています。
　令和4年度の二酸化炭素排出量は、3,334t-CO2とな

り、基準年度より 3,369t-CO2（▲50.26％）の減少と

なっています。
　前年度と比較すると、971t-CO2（▲22.56％）減少

となっています。

計

電力消費量の内訳は、北茂安浄水場が55.18%、白壁中
継ポンプ場が36.37％であり、全体の91.56％を占めて
いる。次に基山浄水場が4.77％になっています。

電気電防・流量監視 58,814 0.54%

中原調整池
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　北茂安浄水場及び白壁中継ポンプ場の電力消費量において、その大半は、取水ポンプ、送水ポンプおよび中継ポンプ
にて消費されます。よって、電力消費量と送水量は、密接な相関関係があり、送水量対前年度比4.0％減に対し、電力
消費量は対前年度比4.1％減となっています。

（３） 電力消費量原単価（送水量１m3当たりの電力消費量）
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３．本年度の実績評価

　当企業団では、二酸化炭素排出量の約98％が電力使用に起因するもので、使用電力量の大半が、北茂安浄水場、白
壁中継ポンプ場および基山浄水場における浄水処理工程で消費している。その中でも取水ポンプ、送水ポンプおよび中
継ポンプの消費量は多い。このことにより、送水量と電力消費量は、密接な相関関係があるが、本年度は基準年度と比
較すると送水量は0.23％の減少に対し、電力消費量は、1.09％増加している。
　二酸化炭素排出量については、電力事業者の排出係数及び送水量が減少した影響で、基準年度と比較すると約50%
削減、対前年度比は約22％削減しています。

４．今後の取り組み

　上記で述べた通り、電力消費量は、送水量の影響を受けやすくまた設備更新も完了し電力消費量の削減方法は限られ
る。
　今後は、電力消費が大きい取水ポンプ、送水ポンプ、中継ポンプの効率的な運用や調整池水位の最適化等を検討し、
さらなる電力消費量及び二酸化炭素排出量の削減に取り組んでいきます。
　また、エネルギ－の使用の合理化等に関する法律が改正され、非化石化エネルギーへの転換を求められており、太陽
光発電及びその他再生可能エネルギーの導入に向けて取り組んでいきます。
　最後に、「地球温暖化対策の推進に関する法律」「エネルギ－使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換に関する
法律」を遵守し、第3次地球温暖化対策実行計画達成及び2050年カーボンニュートラル実現に向け取り組んでいきま
す。

（５） 二酸化炭素排出量原単価（送水量１ｍ3当たりの二酸化炭素排出量）

　令和4年度は 0.164kg-CO2/m
3で、基準年度より

0.165kg-CO２/m
3（▲50.15％）減少してます。

　前年度と比較すると0.039kg-CO２/m
3（▲

19.21％）減少してます。
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